
あ
た
凡
、
廃
級
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け
れ
ば
な
ら
な
い

j/
乙

大大学大学一明､ﾚ治

ごぺ
。｀愧。･疹

　　　　　　　　　　　　　グ　　'

‘¶９ｅｅ匈se周¶SIヨー{士l摺日}（ｉ）

諌
｀W一一゛

特
Ｕ
Ｆ
封
引
に
に

上
ぃ
盧
構

ｌ
ｒ
」
一
一

１
　

１
ｔ
ｒ

１
　
　

１
ｔ
ｔ
か

攻
撃

…
…
…

Ｊ
扁
摺
郷
ゼ

運
郵
竪
Ｉ
ル
八
十
数
校
を
数
え
膜
図
　
　
　
　
１
√
　
　
、
ｌ
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
　
・
―
・
ｔ
　
ヽ
ぐ
　
　

ノ
Q
.
’
で
　

1
.
1
“
“
r

l
s
!
l
　
　
　
　
　
t
o
l
i
!
!
I
F
S
一
一
万
態
］
’
ｙ
’
浙
る
・
同
一
体

’ き
右
佐
る
　
’
G
よ
う

ーや
く
Λ
敵
　
　

…
…
…

…
」

’
一
一
’
・
・
・
’
‘
一
”
・
・
・
ご
ー
‘
｝
・
・
・
‘
一
‘
”
｛
｝
・
’
‘
一
｝
‘
｝
・
・
’
‘
”
‘
・
・
・
”
”
‘
’
・
’
一
”
”
・
・
’
－
一
”
・
・
・
ｙ
‘
‘
’
・
・
・
・
〃
”
”
・
・
・
‘
一
‘
・
’
・
・
・
Ｊ
一
－
’
ヽ
”
・
’
』
・
・
’
Ｉ
　
　
　
　
　
　
制
の
な
か
尨
Ｊ
ｔ
八
分
権
力
の
形
態
心

い

Ｉ
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体
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へ
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ぶ
Ｗ
・
を
っ
と
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至
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t
‐
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!
‐
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コ
お
Ｂ
’
ｊ
ｊ
ノ
ｕ
１
゛
ぷ
こ
ど
他
日
ド
７
１
ｒ
｀
　
　
　
　
　
　
　
種
多
様
が
禎
碩
的
に
追
求
さ
れ
ヽ
そ
れ

ら
本
体
▽
べ
の
手
懸
け
・
を
つ
か
打
に
か

っ
た
。
こ
の
手
懸
り
を
も
と
に
し
て
、
・

七
秋
に
゛
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
本
学
の

学
費
値
上
げ
問
還
を
眺
め
て
み
れ
ば
、

学
費
と
い
う
語
感
の
も
つ
金
銭
的
イ
メ

Ｉ
ジ
は
急
に
ぅ
す
れ
云
り
Λ
大
学
ソ
そ

の
も
の
の
イ
メ
ｔ
ジ
が
前
に
浮
か
び
あ

が
っ
て
く
る
こ
と
に
気
が
付
く
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
四
年
周
期
で
訪
れ
る
学
費

値
上
げ
は
現
存
ず
る
Λ
大
学
▽
の
単
な

る
論
理
的
必
然
の
産
物
で
あ
り
、
脱
性

の
総
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
了
解
す
る

に
沸
く
・
　
　
　
ｙ

　
敵
は
本
能
寺

　
ズ
ｙ
数
犬
察
ぞ
い
る
、
学
寮

・
学
町
カ
几
盃
ラ
ム
、
学
生
自
治

な
ど
な
ど
の
闘
争
は
ハ
入
学
と
は
阿

だ
ｙ
こ
の
大
昔
か
ら
・
繰
鉄
猫
言
れ
て

い
る
問
に
由
因
す
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た

二
枚
の
事
例
は
こ
の
意
・
昧
で
貴
重
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
’

　
お
よ
そ
学
園
闘
争
は
あ
る
時
ぱ
カ
ン

早
稲
財
・
横
国
の
闘
争
を
踏
ま
え
て

Ｉ
ａ
ｌ
ｌ
心
｀
ｌ
ｓ
ｌ
ｉ
ｓ
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Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ

－
・
”
‐
・
・
・
・
″
』
‐
’
‐
Ｃ
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編

四
一
Ｈ
‥
Ｈ
一
Ｅ

け
、
敗
戦
直
後
已
時
期
を
即
い
て
い

っ
て
無
か
っ
た
。
し
ひ
し
ぷ
体
へ
肉
迫

し
自
覚
的
な
変
革
の
宏
票
収
り
夥
た

こ
と
は
正
当
な
も
の
で
ぱ
あ
う
コ
々

一
定
の
曖
昧
さ
か
げ
ん
を
残
し
た
こ
と

は
指
適
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
し
か
し
、
ひ
と
ま
ず
入
大
学
と
は

何
だ
ｙ
の
解
明
に
入
ろ
う
。

大
学
に
冠
さ
れ
て
い
る
種
々
の
足
許
麗

句
を
引
き
剥
が
し
て
眺
め
れ
ば
″
今
″

二
つ
の
異
質
な
傾
向
が
見
て
と
れ
吃

け
や
、
小
数
の
旧
帝
大
群
と
、
こ
な
た

弱
少
国
ヅ
犬
と
私
学
の
連
合
群
、
前
者

は
工
具
俑
人
へ
立
身
出
世
し
て
ゆ
く

こ
と
を
宿
命
付
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
見
紛
う
帽
の
絢
爛
と
し
た
群

で
あ
る
。
役
者
は
部
分
的
に
一
芸
に
秀

で
た
原
人
を
蛮
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

　
　
　
　
‘
　
学
生
新
聞
の
宍
乍
二

　
Ｊ
ご
一

年
の
活
動
を
見
る
に
。

　
主
　

そ
の
方
向
は
一
貫
し
た

学
費
慎
卦
阻
止
へ
の
斗
ャ
ン
ペ
ト
ン

活
動
で
あ
っ
た
。
が
、
実
際
的
日
程

に
の
ば
ら
な
か
づ
た
の
よ
ヽ
と
句
も

な
お
さ
ず
当
編
集
部
の
言
ジ
ペ
ー

ン
活
動
が
効
を
奏
し
た
と
大
言
壮
語

し
て
も
、
い
い
す
ぎ
で
は
あ
る
ま
い

　
泰
昭
入
学
に
つ
い
だ
学
費
億
上
げ

闘
争
が
早
稲
田
の
諸
君
に
よ
っ
て
た

た
か
わ
れ
た
今
日
、
次
い
で
鎧
卜
げ

が
実
施
ざ
れ
る
の
は
、
当
閲
活
大
学

を
お
い
て
は
か
に
な
い
と
い
う
・
状
況

の
申
で
、
早
く
も
忌
祭
司
は
、
じ

月
に
前
期
試
験
を
男
薗
し
て
、
秋
に

向
け
て
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
学
費

版
元
反
対
闘
争
の
山
脈
を
く
じ
こ
う

と
い
う
対
策
に
の
忿
心
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
払
大
に
お
い
て
、
年
々

晟
よ
阻
に
り
ず
る
授
業
料
に
は
ご
の

よ
ご
詣
留
絹
け
狸
す
る
の
だ
ろ
う

　
つ
ら
つ
ら
思
う
に
、
戦
役
の
私
大

の
か
く
も
著
し
い
皆
労
回
、
経
営

の
論
理
か
ら
み
て
も
私
大
が
も
う
か
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１
｀
皿
‐
．
こ
ご
″
Ｉ
″
Ｉ
｀
″
Ｉ
Ｓ
１

号
と
相
ま
っ
て
図
式
を
素
溥
。
し
し
た

八
万
丁
を
Ｉ
・
ざ
沢
と
す
る
大
量
教
育
を

俘
い
、
同
質
な
思
考
様
式
、
行
動
様
式

の
人
間
の
大
量
生
産
を
図
る
。
こ
の
マ

ス
放
資
の
特
徴
は
外
観
は
教
育
の
が
團

を
取
ら
ず
に
日
常
生
活
へ
浸
透
に
重
点

を
お
き
そ
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
べ

そ
の
必
要
案
件
は
、
た
だ
た
だ
学
化
か

多
い
こ
と
で
充
足
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け

で
そ
の
波
を
ま
と
も
に
浴
び
た
者
は
五

感
の
う
ち
怒
り
の
感
倣
荼
良
い
、
上
眼

下
令
の
シ
ス
テ
ム
に
弟
順
に
適
応
で
咎

得
る
能
力
を
俯
瑞
言
る
。
人
が
よ
く

い
う
「
ズ
フ
の
学
生
さ
ん
は
野
性
昧

に
欠
け
る
」
、
当
り
前
の
こ
と
だ
。
圧

倒
的
な
入
学
の
教
育
眼
目
は
八
迷
わ
ぬ

小
羊
▽
を
印
る
に
あ
る
ん
だ
か
ら
。
そ

し
て
こ
の
二
つ
の
系
列
は
ズ
ご
の
資

す
る
と
い
う
理
借
と
た
い
し
て
変
り

が
な
い
と
い
え
る
。
大
学
に
お
い
て

も
、
Ｂ
大
の
如
く
″
攻
口
足
大
ｈ
‘

と
窓
口
を
い
わ
れ
て
も
建
物
を
続
々

と
た
て
た
お
か
け
で
、
日
本
有
数
の

私
宍
に
の
し
あ
が
幻
、
ま
た
、
専
修

　　　■●●■●■j■j'IM
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宍
言
言
元
始
Λ
学
問
▽
を
許
容
ず
る

金
穴
な
一
こ
さ
ら
に
な
い
の
で
あ
る
。
い

や
八
入
４
ソ
の
本
質
は
△
学
問
▽
の
分

回
、
支
配
に
あ
る
の
だ
。
Λ
学
問
Ｖ
の

有
ず
ハ
帰
住
は
森
羅
万
象
の
非
合
理
性

を
摘
発
し
、
変
革
、
創
造
ず
る
衝
動
を

不
断
に
内
含
す
る
。
非
合
理
の
存
在
す

る
湯
で
学
問
は
そ
の
面
目
を
躍
如
さ
腔

る
。
ひ
き
か
え
Λ
大
学
▽
は
制
度
で
あ

節
。
制
度
は
自
己
の
存
立
す
る
領
域
を

設
定
害
心
も
の
で
あ
る
し
、
限
界
を
超

え
ら
れ
る
こ
と
を
忌
む
も
の
で
あ
る
。

△
学
問
▽
は
そ
れ
自
体
と
し
て
観
念
の

み
で
あ
り
、
人
を
媒
介
に
し
て
始
め
て

面
目
を
表
わ
し
、
機
能
を
果
ず
。
人
が

六
学
枠
組
の
な
か
に
拘
束
さ
れ
た
も
Ｏ

と
し
て
あ
れ
ば
、
す
で
に
学
問
は
分
解

さ
れ
た
も
の
「
道
具
」
　
「
技
術
」
と
し

が
許
さ
れ
る
め
で
あ
る
。
制
度
で
あ
る

Λ
大
学
▽
の
内
谷
は
学
問
を
分
断
し
、

技
術
化
に
弧
ヅ
谷
底
。
そ
れ
故
政
治

権
力
形
態
の
ｔ
．
栴
選
択
に
介
入
で
き
よ

り
効
率
的
な
ぐ
れ
の
淘
汰
に
関
わ
り
合

う
こ
と
に
な
ぞ
だ
が
、
そ
れ
自
体
が

体
制
に
帰
雁
こ
も
の
で
あ
る
。

即
ち
対
立
端
矢
は
体
制
に
帰
す
る
も

の
で
あ
っ
で
帰
個
別
化
さ
れ
た
政
治
催

好
で
あ
る
。
「
大
学
の

と
定
の
境
戦
線
の
内

苛
能
な
の
だ
。
従
い

を
守
れ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

あ
る
し
、
保
守
性
の
域

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

’
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
、

大
学
の
墨
琴
袖
能
、
制
度
的
側
面
、

　
　
　
　
ら
ー
・

抵
抗
の
庖
零
点
に
つ
い
て
、
乱
暴
を

承
割
で
眺
率
登
た
の
は
、
嶮
は
次

の
判
断
を
糞
付
け
る
い
く
ば
く
か
の

が
た
め
で

敗
け
る
か
の
大
問
題
で
あ
り
、
経
営
・
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
学
問
へ

者
に
と
っ
て
は
な
に
は
と
も
あ
れ
、
の
責
任
な
ど
、

設
備
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
余
地
は
な
ぃ

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
建
物
が
　
の
一
切
の
否

た
て
ぱ
″
学
生
ふ
矢
増
加
を
計
ら
　
い
る
そ
雲

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
と
い
う
　
放
棄
し
、
£

ま
た
ま
た
上
げ
る
か
授
業
料

っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
も
う
か
っ
て
い
る

は
ず
の
私
大
が
言
万
方
理
由
に
伍

上
げ
す
る
の
は
、
ま
さ
に
国
鉄
が
黒

字
に
も
が
か
わ
ら
す
、
設
備
投
資
の

た
め
や
打
を
得
ず
値
ヒ
げ
を
決
定

ｔ
　
ｔ
_
Ｘ
＿
９
４
＿

大
学
の
よ
う
に
、
建
築
脱
争
に
か
く

れ
た
た
め
に
、
日
陰
の
存
在
と
な
ら

ざ
る
を
封
な
く
な
っ
た
大
学
と
を
見

れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
う
兄

　
こ
の
よ
う
に
私
大
に
お
い
て
の
設

備
投
資
は
、
経
営
の
競
争
に
勝
つ
か

. ･ ｀ ･ I ; ” “

悪
循
環
が
読
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ぱ
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
企
望
の

他
言
硝
い
て
お
り
ヽ
大
学
は
企
業

へ
の
人
造
り
の
た
め
に
手
前
の
全

て
、
鰍
尚
学
百
と
い
う
名
の
、
て
い

の
い
い
賃
銀
奴
隷
の
養
成
所
を
開
設
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’
り
ぬ
町
を
雨
と
風

に
打
た
れ
な
が
ら
ベ
ゲ
ン
セ
ン
ハ
ン
タ

イ
」
の
声
を
響
か
せ
つ
つ
、
鎌
倉
駅
ま

で
デ
モ
。
七
時
半
肩
ぎ
臨
海
公
園
に
結

集
。
簡
単
な
集
心
一
の
仮
、
警
備
の
千
リ

す
を
つ
き
米
軍
ゲ
‐
１
ト
に
突
進
。
意
外

と
簡
単
に
突
破
。
方
１
、
ノ
ー
、
ウ
ェ

イ
ト
／
と
叫
ぶ
Ｍ
Ｐ
々
誘
砕
し
、
基
地

内
を
五
分
間
に
亘
り
て
デ
モ
。
逮
捕
者

十
二
名
。
夜
の
行
劃
に
再
度
学
友
を
結

集
す
べ
く
学
校
へ
ち
ど
る
。

　
夜
、
臨
海
公
園
に
全
都
千
五
百
石
結

集
。
サ
ン
ド
ウ
ィ
チ
に
さ
れ
た
ま
ま
、

解
敷
地
へ
。
再
度
か
Ｉ
ト
前
へ
／
横
須

賀
中
央
駅
で
機
動
隊
の
阻
止
線
。
十
五

度
の
収
奪
荊
し
て
千
名
の
学
生
が
な

だ
れ
下
り
る
。
機
動
隊
と
全
面
衝
突
、

竹
ザ
方
の
折
れ
る
含
。
ガ
ラ
ス
の
割
れ

る
音
。
学
生
の
叫
び
が
夜
空
に
こ
だ
ま

す
。
順
次
隊
列
が
く
ず
れ
始
め
る
。
重

戦
傷
麦
一
千
六
名
。
忠
竺
時
過
ぎ
学

校
着
。
寝
た
の
は
明
け
万
五
時
半
。
。
午

前
十
時
起
床
。
ビ
ラ
を
ま
き
ク
ラ
ス
に

原
潜
阻
止
闘
争
決
起
を
要
請
に
行
く
。

サ
ー
ク
ル
の
反
応
が
大
き
い
。

翌
一
日
コ
ー

り
雨
が
な
こ
く
Ｉ

わ
ら
す
、
全
都
一

泉
バ
ス
出
発
。
本

費
臨
海
公
園
へ
。
’

現
地
到
着
の
頃
よ

。
雨
中
に
も
か
か

　
そ
Ｃ
庄
に
厚
往
還
載
Ｃ
祠
趾
の
誂
を

見
る
。
一
方
阻
止
の
中
心
勢
力
と
い
わ

れ
る
社
会
党
、
共
産
諮
Ｊ
ま
す
ま
す
闘

い
か
放
棄
し
、
自
己
の
詰
回
砧
に
き

ゅ
う
き
夕
っ
』
と
な
っ
て
い
今

　
青
山
学
院

八
反
勅
文
教
政
策
ｙ
と
は
具
体
的
な
各

場
面
で
、
多
彩
な
体
面
を
装
い
、
柔
軟

穴
。
プ
俘
倶
昭
一
尨
旺
退
任
狐
は
、
㈲

大
経
営
を
混
乱
せ
し
め
、
破
壊
者
で
あ

る
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、
学
内
に

入
れ
る
こ
と
に
、
賢
明
で
は
な
勁
回
一

の
理
由
で
、
講
演
会
の
順
化
を
豊
し
て

き
た
。
学
友
会
は
た
了
っ
に
代
表
委
員

会
で
検
討
し
た
結
果
、
大
学
危
機
の
突

破
、
学
生
自
治
の
擁
護
、
言
論
統
制
反

対
等
の
諸
点
か
ら
、
強
囚
な
大
衆
協
心

運
動
を
展
開
し
た
。

面
必
μ
に
汐
死
力
壇
こ
海
辺
溥
寸
胴
で
皮

る
。
駿
台
祭
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
祭

の
参
加
が
そ
刺
で
あ
り
、
又
日
々
の
活

配
当
三
点
パ
ラ
パ
ラ
で
あ
る
こ
と
は
賊

一
丿
的
に
ち
経
済
的
に
も
収
入
だ
損
失
づ
Ｉ

あ
る
。
泥
っ
て
、
大
学
の
在
り
刀
Ｉ
Ｉ

校
舎
の
分
断
さ
れ
た
状
況
が
大
学
や
サ

ー
ク
ル
活
動
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る

も
の
か
ｊ
Ｊ
を
考
え
る
鰯
を
設
け
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
第
二
点
に
昨
年
度
来
の

学
生
部
長
の
溺
に
み
ら
れ
た
サ
ー
ク

ル
活
動
不
要
論
、
部
ぶ
不
要
論
な
ど
に

顕
著
に
貼
ら
れ
る
、
我
々
の
活
前
に
対

す
る
圧
力
が
問
題
と
な
る
。
我
々
の
活

動
が
大
学
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
尚

か
つ
我
々
有
志
間
体
の
活
旬
が
、
真
に

証
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
第
三
点
現

在
サ
ー
ク
ル
の
内
部
の
問
題
と
な
っ
て

い
る
サ
ー
ク
ル
入
の
閉
鎖
性
、
個
立
的

物
の
考
え
方
、
無
気
力
、
熊
関
心
等
、

又
あ
ら
ゆ
る
団
体
に
、
入
部
す
る
学
生

の
減
少
の
問
題
と
も
深
く
関
係
あ
る
問

題
と
士
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
我
々
有
志
団
体
共
通
の

別
当
と
共
通
の
問
題
点
に
視
点
を
置
き

話
し
合
い
を
通
じ
て
大
学
の
、
社
会
の

そ
し
て
個
人
の
発
展
の
為
に
阻
し
て
竹

く
つ
も
り
づ
す
。

有
団
連
本
部
役
員

委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

総
務
部
長

総
務
次
長

総
低
長

会
計
部
氏

会
計
次
長

船
渡
川
秀
雄
（
理
科
啓

青
木
　
勲
（
文
運
）

上
杉
信
之
（
体
育
会
ｙ

斎
苧
英
俊
（
応
援
団
）

鎌
田
武
久
（
理
科
運
）

械
対
面
夫
（
体
育
会
）

水
越
隆
信
（
応
援
団
）

西
田
硝
志
（
文
運
）

団副
団

長長応

　　援

連
盟
代
表

旗渉渉会

手外内計

Ｕ
Ｉ
ダ
ー
長

秋高加山源．･斎岡
田橋.藤ぷ辺

ｍ
藤田団

生克日召正　勝英善一介雄勝毅日召俊夫

吹
奏
楽
部
責
任
者
兼
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
義
秀

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
兼
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
水
越
隆
信

応援団

援　　吹
ａづl

　
　
理
科
部
連
合
会

　
　
本
部
役
員

委
員
長
長
島
　
勇
（
四

副
委
員
長
野
営

会
計
部
長

目
次
長

総
務
部
長

目
次
長

喜

パ

昆函

西広
山沢

武敏
夫四

⌒⌒四二

青本
井闇

米

一修

⌒⌒一一一一一一

昂

笥

昆

馬
場
揚
男
且

斎
藤
計
雄
（
三

庇
藻
建
夫
（
三

田
中
砥
一
　
（
三

中
田
　
一
彦
（
三

名
古
屋
護
（
こ

楽ご
部

一

よ　りをかけ

　様　の　お

いでをお待･も

致しております./

皆様のお食事の店

ボ　ン　ボ　ン

ＴＥＬ（２９１）９　４　↓一〇お茶の水口大病院通り
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▼
グ
エ
ン
・
力
才

斗
政
権
の
崩
壊
は

時
間
の
問
題
。
民

政
移
管
は
二
重
内

戦
を
抑
え
き
れ
ず

社
会
変
革
の
炎
を

消
さ
な
い
。
か
と

目
付
と
い
う
と
こ
ろ
Ｊ
教
員
に
対
す

る
教
育
委
員
会
と
同
様
の
意
味
を
有

し
、
勤
・
務
評
定
を
な
す
こ
と
に
も
な

ろ
う
。
後
者
は
、
各
省
庁
、
各
公
共

機
関
の
資
料
を
一
括
収
集
、
全
情
報

を
網
羅
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
中
央
情
報
届
）

の
原
初
形
態
と
も
い
う
べ
き
存
在
。

|ll･一一山一･一一|11･一一'lllj･･|||||･･lml･り||μ･･･||ll･･･1

心
い
っ
て
、
民
政
移
管
の
不
履
行
は
請
　
戦
時
中
同
様
の
言
論
統
制
、
言
論
謂
↓

・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

二
回
の
蓄
蔵
を
か
っ
て
い
る
。
　
　
査
、
監
督
権
旅
人
が
志
向
さ
れ
る
可
ペ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ペ
▼
渦
中
の
人
、
グ
エ
ン
カ
す
キ
夫
人
心
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
ペ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

ｙ
こ
れ
は
女
性
週
刊
紙
の
タ
イ
ト
ル
だ
　
▼
野
党
各
派
の
猛
反
対
を
受
け
て
い
い

Ｕ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
ｕ

い
が
、
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
　
る
の
が
、
小
選
挙
区
制
。
人
口
蜜
Ｎ

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

ぱ
　
　
　
ｋ
Ｆ
　
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
　
－
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
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の
高
い
旭
区
を
多
数
の
小
選
挙
区
に
Ｅ

細
分
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
Ｅ

が
、
そ
の
利
点
は
、
旭
区
の
実
情
に
⇔

即
し
た
人
が
選
ば
れ
る
。
へ
初
氷
作

直
、
二
大
政
党
制
を
保
証
す
る
等
。
づ

他
方
不
判
読
な
点
は
、
地
区
の
顔
役
ぺ

＆
ｑ
＆
Ｍ
Ｗ
Ｍ
ｊ
ａｘ
Ｓ
ｌ
　
ａ

ａ
　
Ｊ
～
ｌ
ｊ
ｋ
ｆ
~
Ａ
７

が
激
化
し
た
は
ず
。
新
聞
報
道
に
は

全
然
現
わ
れ
な
い
。
言
論
統
制
を
受

け
て
な
い
と
す
れ
ば
、
雨
期
で
も
、

現
地
ゲ
リ
ラ
よ
り
、
米
軍
が
有
効
性

を
持
つ
の
だ
う
っ
か
。
ベ
ト
ナ
ム
奥

地
で
。

▼
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
を
反
映
し

で
か
、
日
本
で
は
、
自
衛
政
に
へ
Ｊ

コ
プ
タ
ー
団
を
設
置
。
ゲ
ー
ラ
戦
に

備
え
る
と
か
、
備
え
な
い
と
か
。
あ

る
前
衛
党
に
よ
る
と
、
七
〇
年
安
保

比
備
え
る
の
だ
と
い
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
素
戟

へ
Ｑ

▼
行
政
管
理
庁
、
樋
谷
村
セ
ン
タ

ー
の
設
置
。
前
者
は
各
省
庁
の
行
政

を
管
理
監
督
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
江
戸
時
代
な
ら
、
戸
予
め
大

が
当
選
し
や
す
い
、
人
物
本
位
の
ゆ

え
に
政
党
の
意
・
訟
が
う
ず
れ
る
、
小

数
野
党
が
台
頭
で
き
な
い
、

人
日
石
度
の
高
い
鈎
ぼ
写
労
働
者
の

多
い
辿
区
（
来
示
で
は
、
大
円
図
、

I1111･･･lll･･j･ 4 1 1 1 ･ ･ ･ 1 1 111一一slll･･

港
区
な
ど
）
を
細
分
化
し
て
、
労
働
心

者
に
よ
る
革
新
票
の
集
中
を
分
敗
さ
づ

ぜ
る
の
が
、
政
府
の
意
図
で
あ
ろ
う
ぺ

こ
の
こ
と
は
農
村
人
口
の
激
減
↓
保
い

守
の
票
田
崩
壊
に
も
裏
付
け
ら
れ
た

1
1
1
‐

‐
1

強
権
支
配
の
方
向
で
あ
る
。
　
　
　
↑

ぼ
討
丿
既
万
帛
て
汐
ざ
　
　
　
　
ル

▼
国
会
で
も
め
て
い
る
の
が
祝
日
決
心

案
。
紀
元
節
、
皇
室
の
賛
美
に
、
そ
⇔

の
意
図
は
明
ら
か
。
福
祉
囚
原
論
、
心

太
国
意
識
に
支
凡
ら
れ
て
い
る
。
こ
心

れ
に
対
し
、
経
団
連
加
悦
対
す
泳
≒

見
る
に
至
っ
て
は
、
休
日
が
増
え
る

1
1 ‐

‐
‐
1

な
ど
と
、
さ
な
が
ら
喜
ぶ
わ
け
に
も
昨

い
く
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

丑
７
・
こ
｀
？
・
・
゛
｀
｛
｀
・
・
｀
Ξ
？
゛
石
・
ｉ
｝
Ｆ
・
゛
子
・
£
゛
７
£
ｉ

ぺ

明大教科書

古書販売

一
蔵
書
ご
整
理
の

一
節
は
、
座
に
と
ぞ

一
当
店
を
ご
利
用
下

豹
い
沓

一
　
　
　
店
主
脈
白

●s------;･-‘゛･-゛s｀s-゛－゛M--＝-･あ･●μw“゛“゛゛“s
亀山丿書店

.
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蕩
々
９

4
‐
屡
々

9
1
ｎ
ｏ

I
E
j
7

苓
り
ユ

鳶
弓
幽

｀
石
印
弘

ヱ
尉
淳

治
心
弱

吉
ヽ
コ

Ｅ
７
４

？
φ
‥
‐
マ

恥
ぼ
径

芯
砥
僅

5
1
t
t

病
昂
り

鴫
呼
Ｇ 軍官こ(ｙ肩･浦

71y ’｀四冒F¨ マ
片
磁

Ｉ
尋

ざ
蔡
コ

答
圓
々

丁
汲
「
蚕
斑
」
９
か
店
弓
コ
啓
蓉

淳
「
皆
皆
は
」
淳
り
坏
ｑ
、
刀
豆
工

つ
？
・
穴
印
密
命
乙
酒
仙
ｏ
「
借

昌
裳
茫
面
」
コ
Ｔ
Ｏ
ふ
０
Ξ
葺
」

９
ぷ
腿
隋
ス
墨
薪
」
９
ぶ
Ｉ
呑

　
シ
０
々
弐
芯
旧
縁
荏
、
ぐ
り
ィ

９
９
片
芦
差
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